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購購買買��

� 階の購買部分の配置はおおむね旧北部購買と変わりなく、入って正面にレジがあり、そ
の左手には3&コーナーがあります。以前と違うのは、旧北部厚生会館では �階にあった
合員コーナーが3&コーナーの隣にあることで、弁当・菓子・飲料などは入り口を入って
直進したあたりにあります。こちらも、食堂同様新しく、古い購買に慣れた目には少し新
鮮です。�
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�� �� �� �� �� �� �� �� カカララーー写写真真・・過過去去記記事事ははここちちらら��

�� �� �� �� �� �� �� （（KKWWWWSSVV������ZZZZZZ��QQXXFFRRRRSS��MMSS��FFRRRRSS��FFRRRRSSBB��������KKWWPPOO））�� ��
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新新北北部部厚厚生生会会館館ががオオーーププンン��

�
� 月 �� 日（月）に新北部厚生会館がオープンしました。新しい北部厚生会館は �階が購買、�
階に食堂がある点は旧北部厚生会館とおんなじですが、理事会室は �階にあります。�
�

食食堂堂（（愛愛称称：：3322//$$55,,66��'',,11,,11**））��

入り口で麺類、丼、定植の各レーンに分かれます。新しく導入したヒーター内臓の飯盛り
機で、いつでも温かいご飯を提供できるようになりました。これまでよりもふんわりと空
９月１９日（火）からは、ハラルベジタリアン対応のメニューの提供を行います。�

� � これまで、教職員のみなさまからご要望を多くいただいておりました留学生の食事に対応
できるよう、専門カウンターを設け、クックフリーズ機能も活用して複数のメニューをご
提供いたします。�
ホールも開放的で、椅子はのくぼみには写真のように手荷物をぶら下げられます�

�
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ねこ」はキャンパス内の猫を可能な限りすべて捕獲して避妊・去勢手術を受けさせ、

手術後の猫たちが一代限りの生を全うできるよう給餌活動を行い、また、譲渡会に

参加して里親探しを行っています。活動の結果、キャンパス内の猫の数は大幅に減

少し、今では給餌対象となる猫の数が減りすぎて、猫に癒されたい学生たちが少々

寂しい思いをするまでになりました。こうした学生たちの努力が評価され、 2015

年には名古屋大学総長顕彰を受けています。  

 私のうちにも、子猫の時にキャンパス内で保護されたボリスがいます。カラスの

襲撃にあいそうだったところ、ご近所に住むボランティアの方々が「なごねこ」メ

ンバーと協力して捕獲し、健康診断を受けさせ、里親を探していました。縁あって

うちにくることになりましたが、最初はやせたネズミのような風貌で、部屋の隅に

隠れて出てきませんでした。その後、自由な教育方針のもとにのびのび育てたせい

か、次第に増長し、今では食卓のおかずを大胆にかっさらうまでに成長しました。

多くの方々がつないでくれた命ですので、今後とも大切に育てていきたいと思いま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

保保護護さされれたたばばかかりりののボボリリスス   家家猫猫ととししてて自自由由奔奔放放にに育育つつボボリリスス   
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ななごごねねここสสりり ((2233))  

カカララーーࣺࣺਇਇははここちちらら
ʤʤhhttttppss::////wwwwww..nnuuccoooopp..jjpp//ccoooopp//ccoooopp__339999..hhttmmllʥʥかからら   

 

ґ౨૥මʤ「なごねこ」γーέϩ教৮ҽ代නʥ  

  

数年઴に、名古屋大学のξ΢バーεティ୴౲෯総長をやらせていただきました。

その೜をश͓ると、今ౕは「なごねこ」γーέϩのཀྵࣆ、さらには「教৮ҽ代න」

の॑੻がまっていました。「なごねこ」とは、キャンパス内に生きる猫たちの生命

をगりつつ、֐猫全ରの数を減らしていくたΌのボランティア・γーέϩです。ݳ

ࡑ 30 名を௔͓る学生が஦ৼとなって活動し、教৮ҽ༙ࢦおよび近所に住むボラン

ティアの方々がその活動をʤۊແ時ؔ֐でʥ͓ࢩています。このγーέϩ活動に参

加してҐཔ、動෼ಋ࢞の「झ」を௔͓たξ΢バーεティのଜ॑は、命を༮かるとい

うқັで、෯総長৮よりも大รな੻೜を൒うとͣ״るようになりました。  

ஏځ৏で生きる大切な஧ؔである動৪෼を保護することは、 SDGsʤ࣍କ可能な

֋൅໪ඬʥのཀྵ೨と਄いؖΚりがあります。໪ඬ 8(すべてのਕがಉきがいのある

ਕؔらしいࣆ࢕をし、自ષݱࣁであるڧ؂をगりながら、࣍କ可能なࡃܨ成長を਒

Όる )、໪ඬ 11ʤڧ؂にഓྂした住ΊକけられるまちͰくりをਬ਒ʥ、໪ඬ 15ʤ生

ସܧを保護し、཰の๝かさをगるʥなʹがγーέϩ活動にؖ࿊する໪ඬです。名古

屋大学をखりתくஏҮαミϣωティと੷ۅదにؖΚりながら、キャンパス内のঘさ

な命をगるたΌに׾をླྀす学生たちをΊていると、私たち教৮ҽメンバーもたくさ

んの༒ـをもらうことができます。  

 ただし、学内には猫がݑいな方々もおられるたΌか、「なごねこ」の活動は時に

๨֒やݑがらせと思しき行ҟの対象となることがあります。և༹にごཀྵմいただき

たいのは、「なごねこ」が活動を֋࢟する 2012 年Ґ઴には、๝ీߪಌଈと஦ԟਦॽ

ؙଈʤಝに޽学部෉近ʥとあΚせて 50 ඘近い猫がいたということです。その猫た

ちは෈妊手術を受けていなかったたΌ、猫の数が増͓କけ、また、צさやアラ΢ή

Ϝ・カラスなʹの襲撃で、一部の子猫がࠇ࢔なܙで命をཚとしていました。「なご
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ʴ里親ูॄ஦ʵ  
「なごねこ」γーέϩでは、ࡑݳ、「έϫちΎん」と「γϑちΎん」という̐඘の里親
をูॄしています。έϫちΎんはਬఈ 1ʛ2 Ίです。Τィϩスοࡃの஋の子で、去勢ࡂ
Υρέ、Φ΢ズ、പ݄බすべてӆ੓です。ਕ׵れするのはർֳద૥いと思Κれます。
γϑちΎんは、ਬఈ 3ʛ4 か݆のঃの子で、έϫちΎんとಋͣく、ࠬݗ結果はすべてӆ
੓です。保護した౲時からྨ໪で、ྏ࣑後はだい΁よくなりましたが、一部のॢຜが
、っています。γーέϩ・メンバーが一時༮かりをしていますが、たくさん༣んで࢔
す っ か り ਕ ׵ れ し て い ま す 。 里 親 に な る こ と に ご ؖ ৼ の あ る 方 は 、
meidaineko@yahoo.co.jp までご࿊ཙください。おଶちしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カカララーーࣺࣺਇਇ・・գգ去去ࣆࣆىىははここちちらら   

                  ʤʤhhttttppss::////wwwwww..nnuuccoooopp..jjpp//ccoooopp//ccoooopp__339999..hhttmmllʥʥ   

έέϫϫちちΎΎんん   γγϑϑちちΎΎんん   

έέリリススϜϜススοοキキンンををૄૄううボボリリスス ののइइຒຒををすするるボボリリススࣆࣆ࢕࢕     
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ネネココネネココアアタタッックク��������ffねねここがが食食べべななくくななっったた経経験験とと少少ししだだけけ死死生生観観ff��

�� �� �� �� �� �� �� �� �� カカララーー写写真真・・過過去去記記事事ははここちちらら��
�� �� �� �� �� �� �� �� �� （（KKWWWWSSVV������ZZZZZZ��QQXXFFRRRRSS��MMSS��FFRRRRSS��FFRRRRSSBB��������KKWWPPOO））�

花中島マサルさんから、ネコがエサを食べなくなってしまったという投稿をいただいた�

うちの二匹の猫は亡くなる前にたべなくなった。昨年末に亡くなった、めいこは無くなる半年前にも食べな

くなったので、マグロを与えてみたところ、一時的に復活し、健康を取り戻したかのように思っていた。しか

し、結局は半年後にまた食べなくなり、二度目はなかった�

今思えば、食べなくなると死期が近いのではないだろうか。飼い主にはつらい時間だけれど、ネコも人間も

どんな生物も生まれた瞬間から死に向かって生きている。違うのはその期間の長さだけだろう。そして食べな

くなるというのはどこか体調が悪いという場合を含め、死の準備であるように感じるようになった。めいこが

亡くなる前に動物病院に連れて行ってしまったが、本当は病院なんかに行きたくなかったかもしれない。その

時間はどれだけあるかはわからないけれど、ただ隣にいたかっただけで。�

人間は死とは忌むべきもので、長生きすることこそが最善であるように考えがちだが、そもそも死を経験し

たことのある人はいない。だから、そんなよくわからないものを過剰に忌避することもなく、長生きする（さ

せる）ために生きるよりも、「どう生きるか」の方が大切ではないだろうか。そして「どう」という選択肢は

私たちが当たり前のように思っていることの外にもたくさんあると私は思う。�

参考：ソクラテスの弁明・クリトン�プラトン著�三嶋輝夫・田中亨英訳� 講談社� ����������

� � � � � � どうせ死ぬんだから好きなことをやって寿命を使い切る� 和田秀樹著� 6% クリエイティブ� ���������

ネネココ写写真真��

�

�

元元祖祖舌舌ししままいい忘忘れれ��暑暑！！��

舌舌ししままいい忘忘れれ��

ああ～～眠眠いい・・・・・・��

生生存存競競争争、、勝勝ちち残残っったたののはは？？��
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新新シシリリーーズズ㻌㻌 ◯◯◯◯✖️✖️科科学学【【そそ䛾䛾 1 日日本本史史✖️✖️科科学学㻌㻌 㻌㻌 第第 1回回「「日日本本史史ととリリフフィィーーデディィンンググ症症候候群群」」】】㻌㻌

私(鳥飼)、NHK䛾大河ドラマが結構好きでよく見てます。㻌

今やっている䛾䛿徳川家康が主人公です。主人公䛾王道です䛽。当然豊臣秀吉が絡んできます。彼が中国地方を攻

略する中（当時䛿羽柴秀吉）で「鳥取城渇え殺し（かつえごろし）」っていう䛾があります。いわゆる兵糧攻めです。㻌

こ䛾兵糧攻め䛿、第二次鳥取城䛾戦い䛾時に起きました。既に第一次䛾戦い䛾時に村䛿戦で荒れ果て、さらにこ䛾地

方䛿凶作で、兵糧䛿 20日分しかなかったようです。また秀吉軍に米䛾買い占めもされました。さらに秀吉軍䛿周辺䛾

村を襲って農民を鳥取城に追いやっています。兵士 1500人に農民 2000人以上が城に入ることになり、食糧事情䛿

最初からだいぶ危険だったようです。そして援軍が来ないように自軍を張り巡らせ鳥取城を孤立無援状態にしました。㻌

結果、6月に籠城をして 8月に䛿備蓄食料䛿ほぼ底を突き、10月に降伏。敵䛾目を掻い潜り、城䛾外䛾草を引き抜い

て持ち帰って食べたり、負傷した兵士を看護せず、肉をそいで食べるカニバリズムも発生したとか。餓死者も出たようで

す。城主䛿自分䛾命と引き換えに、生き残っていた兵士・農民䛾命を助けるように懇願し自決して、戦い䛿終結しまし

た。秀吉軍䛿生存者に粥を振る舞った䛾ですが、生存者䛾過半数䛿こ䛾後バタバタ死んでしまいます。これ䛿現在で

いう「リフィーディング症候群」というも䛾と考えられています。㻌

リフィーディング症候群と䛿、re-feeding、つまり飢餓状態から再び食事を取る時に、急激に十分量䛾栄養補給を行うと

発生する代謝合併症です。㻌

食事で糖質を摂ることができるとき䛿、ヒト䛿糖をエネルギー源にします。しかし飢餓状態で䛿、糖を食事で取り入れる

ことができない䛾で、体内䛾蛋白質や脂肪を分解して低血糖にならないようにしています。また食事が摂れないことに

より、体に必要なマグネシウムやリンが不足します。㻌

こ䛾飢餓状態䛾時に、普通䛾食事をいきなり摂ると、糖質を細胞に取り込むためにインスリンが大量に分泌されます。

そして糖䛾代謝によって ATP(アデノシン三リン酸。リン酸化合物)が作られたり、タンパク質が合成されます。こ䛾時大

量䛾リンが細胞に取り込まれ、消費されるため血中濃度が急激に低下します。低リン血症によって、赤血球内䛾リン酸

化合物(2,3-ジホスホグリセレー ト(DPG))が減り、赤血球が酸素を運ぶ能力䛿低下し、低酸素症が起きます。これによ

り、心不全、不整脈、呼吸不全、意識障害、けいれん、四肢麻痺など䛾多彩な症状が生じると䛾こと。死に至る恐ろしい

病気です。㻌

リフィーディング症候群について医学的論文が出るようになった䛾䛿、実䛿割と新しく、太平洋戦争䛾後。日本人捕虜

に戦争終結後にご馳走を振舞ったところ、奇異な病態で亡くなったという報告が出た䛾が 1番古い論文だそうです。㻌

しかし、若干私䛿こ䛾報告についてあやしいと思うことがあります。人間が食䛾不自由なく生活できるようになった䛾䛿

近代以降䛾こと。歴史上、飢餓・飢饉䛿決して珍しくありませんでした。日本で䛿室町時代・江戸時代などにおいて、飢

饉に対して治世者による救済措置として粥䛾支給などがあった記録があります。外国でも同様䛾飢饉䛿あったでしょ

う。なら䜀リフィーディング症候群もし䜀し䜀起きたかもしれません。捕虜収容所内で飢餓に䛿なること䛿なかったかもし

れませんが、欧米で䛾黄色人種へ䛾差別䛿珍しくなかったこ䛾時代、戦後に急にご馳走などしたら危険かもしれないと

いう認識が無かったと䛿言い難いです。まさかこれも原子爆弾投下と同じく、人体実験だった䛾かも？㻌

＜参考資料＞㻌

鳥取城渇え殺しについて「鳥取城䛾戦い〜史上最悪䛾籠城戦による「渇え殺し」」㻌

https://www.tabi-samurai-japan.com/story/event/610/㻌

リフィーディング症候群と䛿「高䛾原中央病院㻌 DIニュース 2017年 10月号」㻌

https://www.takanohara-ch.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2017/11/di201710.pdf㻌

リフィーディング症候群䛾最初䛾報告書について「集中治療患者における refeeding symdrome」㻌

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssmn/50/6/50_321/_pdf/-char/en㻌
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生協職員紹介 第36回 本部 理事会室
小野孝臣

名大グッズ紹介 第36回

■自己紹介
東北出身（秋田県秋田市）です。
名古屋で過ごしている年数のほうが長くな
りましたが、未だに暑さと湿度には慣れませ
ん。はじめて名古屋に来たときは、味噌カツ
の味が濃すぎて食べきれませんでしたが、今
は大好きで、味噌汁も赤味噌です。（実家は
白味噌）

■どんな仕事を？
2022年6月より本部理事会室にて生協・共
済加入、組織委員会活動、広報などを担当し
ています。

■趣味・休日の過ごし方
読書、ゲーム、バイク、格闘技観戦、筋トレ等。
ゲームは、スーパーマリオカートと桃太郎電
鉄をひたすら。
バイクは、２回ほど実家の秋田まで帰りまし
た。約750kmを1日で行きましたが、あま
りにも大変だったので、帰りは途中の温泉で
一泊して帰ってきました。バイクでも高速道
路は眠くなるので、注意です。
格闘技は昔のK-1から見ていますが、最近
は地上派の放送が少なくなって残念。ボクシ
ングもよく見ます。

■読者の皆さんへひとこと
まだ生協加入されていない方は、ぜひ生協
に加入して店舗利用をお願いします。
大学院生の方は、生協加入と一緒に学生総
合共済や学生賠償責任保険も検討してくだ
さい。
生協は、みなさんの意見を元に運営してい
ますので、ご意見・ご要望お寄せください。

8/21に新北部厚生会館に引越しました。今
まで組合員コーナー・本部は2Fにありまし
たが、購買・旅行センターと同じ1Fフロアに
なりました。下の写真は新しい組合員コー
ナー窓口です。

〇組合員コーナー（北部厚生会館1F）
※営業時間については生協ホームページにて
ご確認ください。
https://www.nucoop.jp/

勇気ある知識人扇子
■勇気ある知識人扇子
価格 1,122円（税込）

■コメント
緑色を基調とし、「勇気ある知識人」の文字と
大学ロゴをシンプルに配置しました。
どうぞご利用ください。
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葉
に
で
き
な
い
す
ご
い
⼈
だ

と
よ
く
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
︒ 

︻
せ
み
ん
み
ん
︼ 

︵
編
︶出
題
者
か
ら
の
解
説
も
ご
覧
く
だ

さ
い
︒
せ
み
ん
み
ん
さ
ん
に
も
︑
他
の
⼈

か
ら
⾒
る
と﹁
も
う
⾔
葉
に
で
き
な
い
く

ら
い
凄
い
﹂﹁
何
か
﹂が
あ
る
は
ず
で
す
︒ 

★
詰
将
棋
興
味
深
か
�
た
で
す
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
今
後

と
も
か
け
は
し
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
︒ 

★
詰
将
棋
今
回
も
楽
し
か
�
た
で

す
！
！
︻
ま
ろ
ん
︼ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
詰
将

棋
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
⽅
が
い
て

安
⼼
し
て
い
ま
す
︒ 

★
詰
将
棋
︑短
⼿
数
で
す
が
応
⼿
が
何
通

り
か
あ
�
て
⾯
⽩
い
で
す
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶出
題
者
の
解
説
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
︑そ
れ
を
⾒
る
と
よ
り
⼀
層
⾯
⽩
く

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
︒ 

★
初
め
て
か
け
は
し
を
読
ん
だ
︒か
わ
い

い
ペ
�
ト
の
写
真
を
⾒
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
と
思
い
を
は
せ
る
の
は
誰
で
も
⼀
緒

な
の
だ
と
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
持
ち
に

な
�
た
︒︻
の
�
ひ
�
︼ 

︵
編
︶ネ
コ
様
を
は
じ
め
動
物
の
与
え
る

癒
し
は
絶
⼤
で
す
ね
︒ 

★
名
⼤
周
辺
の
知
ら
な
か
�
た
お
店
が

開
拓
で
き
て
よ
か
�
た
で
す
︒チ
�
�
ン

店
の
ス
ガ
キ
ヤ
も
場
所
に
よ
�
て
メ
ニ

�
�
だ
け
で
は
な
い
違
い
が
あ
�
て
驚

き
で
す
︒︻
花
中
島
マ
サ
ル
︼ 

︵
編
︶今
後
も
不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が

お
店
紹
介
続
け
ま
す
！
！
今
回
は
東
⼭

公
園
店
の
ス
ガ
キ
ヤ
を
紹
介
し
ま
し
た

が
︑関
⻄
の
ス
ガ
キ
ヤ
は
五
⽬
ご
は
ん
の

味
つ
け
が
違
�
た
り
︑以
前
は
醤
油
ラ
�

メ
ン
が
あ
�
た
り
し
ま
し
た
︒ 

  

★
本
屋
さ
ん
が
１
７
時
で
閉
ま
�
て
利

⽤
で
き
ま
せ
ん
︒午
後
ス
タ
�
ト
で
も
良

い
の
で
１
８
時
半
く
ら
い
ま
で
開
け
て

も
ら
え
る
と
個
⼈
的
に
は
助
か
り
ま
す
︒

︻
せ
み
ん
み
ん
︼ 

︵
理
事
会
︶
現
在
検
討
し
て
お
り
ま
す
︒ 

★
今
回
か
け
は
し
を
知
�
た
の
を
き
�

か
け
に
前
回
の
か
け
は
し
も
読
ん
だ
︒最

近
現
れ
た
親
ガ
チ
�
な
る
⾔
葉
に
つ
い

て
の
⽂
章
は
若
者
に
親
し
み
や
す
い
題

材
か
ら
︑社
会
的
な
問
題
に
話
題
が
広
げ

ら
れ
て
お
り
︑
興
味
深
か
�
た
︒
記
事
の

⾒
栄
え
と
し
て
⽂
が
増
え
す
ぎ
る
の
を

嫌
う
読
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
︑⽇

常
的
に
親
し
み
や
す
そ
う
で
い
て
豊
か

な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
⻑
⽂
を
こ
れ

か
ら
も
記
事
に
し
て
ほ
し
い
︒ 

︻
の
�
ひ
�
︼ 

︵
編
︶あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒私
も
︑

同
感
で
︑
親
し
み
や
す
い
記
事
か
ら
︑
豊

か
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
記
事
ま
で

幅
広
く
バ
ラ
ン
ス
よ
い
誌
⾯
に﹁
な
�
て

い
け
ば
﹂良
い
な
と
思
�
て
い
ま
す
︒﹁
な

�
て
い
く
﹂
は
﹁
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
の
次

に
来
る
も
の
﹂︵
ケ
ヴ
�
ン・ケ
リ
�︵
著
︶︑

服
部 

桂︵
著
︑ 

翻
訳) 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

２

０
１
６
／
７
／
２
３
︶か
ら
の
引
⽤
で
す

が
私
は
︑⾃
然
と
そ
う
な
�
て
い
く
と
い

う
感
じ
の
こ
の
表
現
が
好
き
で
よ
く
使

�
て
い
ま
す
︒そ
の
ほ
う
が
エ
ネ
ル
ギ
�

の
浪
費
も
少
な
く
︑⻑
続
き
で
き
る
き
が

す
る
の
で
︒ 

★
⽣
協
の
ア
プ
リ
で
決
済
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
で
す
︒︻
匿
名
︼ 

︵
理
事
会
︶秋
か
ら
ア
プ
リ
決
済
が
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
︒正
式
な

リ
リ
�
ス
は
１
０
⽉
２
⽇
に
で
き
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
︒ 

★
レ
シ
�
ト
に
メ
イ
カ
の
残
⾼
を
刻
字

す
る
の
を
復
活
さ
せ
て
欲
し
い
︒︻
匿
名
︼ 

︵
理
事
会
︶
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
︒ 

ア
プ
リ
上
で
残
⾼
を
確
認
い
た
だ
く
か
︑

パ
ソ
コ
ン
上
で
の
マ
イ
ペ
�
ジ
で
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
︒ 

★
ね
こ
ね
こ
ア
タ
�
ク
猫
ち
�
ん
と
同

じ
状
況
で
︑飼
い
猫
が
病
気
で
ご
飯
を
⾷

べ
ま
せ
ん
︒今
は
チ
�
�
ル
の
み
⾷
べ
ま

す
が
︑
も
し
⾷
欲
の
な
い
⽝
︑
猫
が
⾷
べ

る
よ
う
な
ご
飯
を
読
者
の
皆
さ
ん
が
ご

存
知
な
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
︒

︻
花
中
島
マ
サ
ル
︼ 

︵
編
︶
⼼
配
で
す
ね
︒
か
け
は
し
の
輪
の

欄
に
は
書
き
き
れ
な
い
の
で
︑ネ
コ
ネ
コ

ア
タ
�
ク
の
記
事
に
私
の
経
験
と
思
い

︵
信
念
に
近
い
か
も
︶を
掲
載
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑本
意
⾒
へ
の
回
答
と
は
そ
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
︑﹁
ク
イ
ズ
出
来
な
く
て
も

感
想
を
送
�
て
く
だ
さ
い
﹂と
お
願
い
し

た
ら
送
�
て
く
だ
さ
�
て
と
て
も
嬉
し

い
で
す
︒図
書
カ
�
ド
抽
選
の
対
象
外
で

す
が
︑個
⼈
的
に
図
書
カ
�
ド
を
差
し
上

げ
た
い
く
ら
い
で
す
！
！ 
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Ｎ ｏ ᵌ ３ ６ ᵒ
２０２３年ᵏᵎ ・ ᵏ ᵏ月号

解解答答 00QQ������６６��
（（������３３年年��・・��月月号号掲掲載載分分））
☗☗４４八八馬馬、、☖☖��四四香香、、☗☗��六六馬馬

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

問題の説明に、駒余りの説明が足りませ
んでした、、、駒余りとは
・攻方は持ち駒を全て使う必要があり、
詰め上がり時に持ち駒があってはいけな
い。
・受方は攻方に持駒を全て使わせる様に
受けなければならない。

「駒余り」を知らない場合以下も正解の
ようですが・・・
４八馬、5四と、同桂
４八馬、5四合、同桂
４八馬、5四合、２六馬

従って、２手目に「５四と」あるい
は「５四に合駒（持ち駒を打つ）」
は、３手目に同桂とすれば香車の利
きを止められずに詰み。しかし、攻
方に持ち駒がある状態での詰みにな
るので「駒余り」で詰将棋としては
不正解（実戦ならば駒余りでも勝ち
です）。

２手目に「５四に合駒（持ち駒を打
つ）」で、３手目に「2六馬」とす
れば駒余りにならずに詰みますが、
３手目に同桂で駒余りになる選択肢
もあるので２手目の受け方としては
その様な駒余りの筋が生じない「5
四香」が勝ります。

【【
編編
集集
部部
よよ
りり
】】

読
者
の
皆
様
か
ら
の

「
か
け
は
し
」
へ
の
ご
感

想
な
ら
び
に
生
協
に
た
い

す
る
ご
意
見
沢
山
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。す

べ
て
に
目
を
し
、
最

大
限
「
か
け
は
し
の
輪
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

次
号
以
降
の
制
作
な
ら

び
に
生
協
運
営
の
参
考
と

い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
２
種
類
の
ク
イ

ズ
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

解
け
た
方
も
解
け
な
か
っ

た
方
も
、
巻
末
の
ク
イ
ズ

の
ペ
ー
ジ
左
上
に
付
い
て

い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
の
場
合
は
「
か
け
は

し

ク
イ
ズ
回
答
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
な
さ

い
ま
す
と
ク
イ
ズ
応
募

フ
ォ
ー
ム
の
ペ
ー
ジ
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
応
募
の
際
、
「
か
け

は
し
」
の
感
想
、
生
協
へ

の
意
見
な
ど
、
な
ん
で
も

結
構
で
す
の
で
お
書
き
い

た
だ
け
れ
ば
と
幸
い
で
す
。

ま
た
、
３
６
５
号
か
ら

は
教
育
発
達
科
学
研
究
科

の
石
井
拓
児
先
生
の
連
載

が
始
ま
り
ま
す
。
ほ
か
に

も
、
久
し
ぶ
り
に
名
古
屋

を
訪
れ
た
卒
業
生
が
熱
田

区
の
耳
目
を
集
め
な
い
様

子
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、

熱
田
区
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

の
記
事
、
大
学
周
辺
の
お

店
紹
介
で
は
「
秘
苑
の

デ
ィ
ナ
ー
」
、
「
サ
ポ
ー

レ
」
、
「
梨
里
」
な
ど
の

紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

読
者
の
皆
様
か
ら
の
投

稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖
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Ｎ ｏ ᵌ ３ ６ ᵒ
２０２３年ᵏᵎ ・ ᵏ ᵏ月号

ˌɦƷĬǇƨƸĭƷǯǤǺƕ解ƚƨǒ（ɲ૾ưǋ）、ƲƪǒƷǯǤǺƷׅ答ƔǛᚡ載ƠƯ、ࣖ
ѪƠƯƘƩƞƍŵॖᙸǍज़ेƩƚưǋƓᡛǓƘƩƞƍŵ

Ĭ��#・$・%ƷɶƔǒː᧓ٳǕƷǋƷǛɟƭᢠƼ、ƦƷ�ƭƷː᧓ٳǕƷɶƷː᧓ٳǕƷǋƷƸ
˴ưƠǐƏƔ

#ᲴȊǹ・ȔȸȞȳ・ȈȞȈ・ǸȣǬǤȢ・ǹǤǫ
$ᲴȢȢ・ȊǷ・ȪȳǴ・ǹǤǫ
%ᲴǹǤǫ・ǭȥǦȪ・ǸȣǬǤȢ・ǫȜȁȣ

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

３
６
�
号
Ʒ
ദ
解
ᎍ

ࣖ
Ѫ
ዮ
ૠ

Ჲ
Ӹ

ദ
解
ᎍ
ૠ

Ჲ
Ӹ

࢘
ᢠ
ᎍ
ᶝ
૟
ᆅ
ဦ
ᶞ

᣼
ɶ
ɟ
᠗
ᶝ
ྸ
ܖ
ᄂ
ᆮ
ᅹ
ᶞ

ь
᝶
ރ

џ
χ
ᶝ
ྸ
ܖ
ᄂ
ᆮ
ᅹ
ᶞ

ݱ
Ҿ

գ
ʼ
ᶝ
ྸ
ܖ
ᄂ
ᆮ
ᅹ
ᶞ

ݱ
ᇦ

Ο
܇
ᶝ
Ǣ
Ǹ
Ǣ
ǵ
Ȇ
ȩ
Ǥ
Ȉ
ǭ
ᶆ

ȳ
ȑ
ǹ
ܖ
ᨈ
ᶞ

൨
Ҿ

ኟ
Ҥ
ᶝ
ඥ
ܖ
ᢿ
ᶞ

࢘࢘
ᢠᢠ
ᎍᎍ
ƷƷ
૾૾
ƸƸ
ƸƸ
ƓƓ
৖৖
ૠૠ
ưư
ƢƢ
ƕƕ
ᵧγ
ிி

ޛޛ
עע
ғғ
ᶝɕ
҅̔
ᢿᢿ
ဃဃ
ңң
��
᨞᨞
ኵኵ
ӳӳ
ՃՃ
ǳǳ
ᶌᶌ

ȊȊ
ᶌᶌ
ᶞð
ᵧγ
ᰋᰋ
ᑈᑈ
עע
ғғ
ᶝɕ
ҔҔ
ܖܖ
ᢿᢿ
୿୿
ቔቔ
ᶞð
ᵧγ

ٻٻ
࠳࠳
עע
ғғ
ᶝɕ
ٻٻ
࠳࠳
ទទ
ᝰᝰ
ᶞð
ǇǇ
ưư
׋׋
୿୿
ǫǫ
ᶌᶌ

ȉȉ
ǛǛ
ӖӖ
ƚƚ
ӕӕ
ǓǓ
ƴƴ
ƓƓ
ឭឭ
ƠƠ
ƘƘ
ƩƩ
ƞƞ
ƍƍ
ᵨρ
ǇǇ

ƨƨ
ᵧγ
ࡃࡃ
ᑄᑄ
˞˞
ಅಅ
ɶɶ
ƷƷ
ئئ
ӳӳ
ƸƸ
ƓƓ
৖৖
ૠૠ
ưư
ƢƢ

ƕƕ
ᵧγ
փփ
ಅಅ
଺଺
᧓᧓
ɶɶ
ƴƴ
ƓƓ
ឭឭ
ƠƠ
ɦɦ
ƞƞ
ƍƍ
ᵨρ

応応

募募

要要

項項

○

締
切
は
ᵏᵏ
月
末
日

（正
解
発
表
は
３
６
ᵓ
号
）

○

応
募
は
左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

○

ク
イ
ズ
正
解
者
・ご
意
見
や
ご
感
想
の

記
入
者
（
い
ず
れ
も
生
協
加
入
者

但
し
、
当
選
後
の
ご
加
入
も
可
）
の
中

か
ら
、
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

○

生
協
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
ど
し
ど

し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

ĭᲨᛄేݩ ３৖ᛄǊ

ᛄేݩƷȫȸȫ

ϭ͘攻め方（઎手）がۆ方（ޛ手）のۆを
詰ますのが目ద。�
Ϯ͘攻め方は必ずԨ手をかける（ۆ方は必
ずԨ手をはずす）。�
ϯ͘ۆ方は൭上と攻め方の持駒以֐す΄て
の駒（たͫしۆはঈ͚）を合駒として使
༽できる。�
ϰ͘ۆ方は࠹વをਜ͚し、࠹もௗ͚手਼が
かかるようにಂ͝る。�
ϱ͘ۆ方はໃମな合駒をしない。�
ϲ͘そのଠはࢨし将棋のϩʖϩ௪り。್ิ、
打ちิ詰め、ߨきॶのない駒、࿊କԨ手
のએೖ手はいけない。
7.攻方は持ち駒を全て使う必要があり、
詰め上がり時に持ち駒があってはならず
、受方は攻方に持駒を全て使わせる様に
受けなければならない

ड़ఱʁೖຌ将棋࿊໏ޮࣞϙʖϞϘʖζ

઴ߺのյ౶・解説は͞ちら（̏̏น）


